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身体が語りはじめるとき
はじめに


















































































































































問部屋こそが、クッツェーの拷問への注目を促したのである。クッツェーは、“Into the Dark 





































































































１）本稿でのWaiting for the Barbarians の引用は、全て土岐恒二訳『夷狄を待ちながら』を用いている。
２）Thomas P. Crockerは、“Stil Waiting for the Barbarians: What is New about Post-September 11 Ex-
ceptionalism?” で、ジョル大佐を緊急事態にある国家の例外主義的な資質を体現するもの、そして民
政官の「私」を法の支配による通常の生活を体現するものとし、この両者が決して両立しない世界
を論じている。また、アメリカの現代音楽家 Philip Glass がクッツェーの作品に基づいて作曲したオ
ペラ作品 “Waiting for the Barbarians” の2007年のプレミアに関するThe New York Times 記事にお
いても、「アパルトヘイトの寓話であるこの小説は現代のイラク情勢と類似している」と紹介されて
いる。
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